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 はじめに 

 外部接続について 

S4 Simulation Systemの GUIで作成したモデルは、Pythonプログラムとして呼び出す

事が出来ます。その為、外部ソフトから Pythonを実行する事で、S4 Simulation System

を外から呼び出す事が出来ます。本マニュアルでは、その方法について記述いたします。 
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 Python呼び出し 

 モデル作成 

まず S4 Simulation Systemを起動して、外部接続の基となるシミュレーションモデルを

作成します。本マニュアルでは、下記のモデルを考えます。 

 

生成部品からアイテムが生成され、ファシリティを利用して出て行きます。設定の詳細は下

記とします。 

・アイテムが平均 60秒の指数分布に従って生成されます 

・ファシリティの入力ポートのキューサイズは 10です 

・parameter1,parameter2はモデルパラメータとします 

・ファシリティの数は parameter1です 

・ファシリティ利用時間は平均 parameter2秒の指数分布に従います 

・シミュレーション時間は 100,000秒です 

シミュレーション実行後、平均待ち行列長が出力されるように、分析スクリプトを記述して

おきます。 
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図. 生成部品 



 

 6 株式会社 NTTデータ数理システム 

 

図.ファシリティ部品 
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図. ファシリティ利用(属性設定) 
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図. ファシリティ利用(キューサイズ設定) 
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図. パラメータ設定(シミュレーション時間) 
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図. パラメータ設定(モデルパラメータ) 

 

 

図. 分析スクリプト設定 
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 Pythonプログラムの表示 

シミュレーションモデルが作成できたら、モデルの Pythonプログラムを表示します。Python

プログラムを表示するには、ツールバーの「C」をクリックします。 

 

図. Pythonプログラムの表示 

クリック 
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図. 表示されたプログラム 

 

 Pythonから呼び出す 

2.2で表示されたプログラムを Pythonから呼び出します。まず、表示されたプログラムをメ

モ帳などにコピー&ペーストし、ファイルに保存します。ここでは、sim.py と名前を付けてお

きます。dosコマンドから、次のコマンドを実行し、Pythonからシミュレーションを実行しま

す。 

"C:¥Program Files¥Mathematical Systems Inc¥Python3¥Python.exe" sim.py 

「C:¥Program Files¥Mathematical Systems Inc」は S4 Simulation Systemがインスト
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ールされているフォルダです。シミュレーションが終了すると、コマンドプロンプトにシ

ミュレーション結果（平均待ち行列長）が出力されます。 

 

 

sim.py は Python プログラムですので、コードを自由に編集する事ができます。例えば、

parameter1と parameter2の値をランダムに変えながら、実行するプログラムは mainを次の

ように書き換えることで実現できます(sim_iterative.py)。 
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図. パラメータを変更して実行 
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図. 繰り返し実行結果 
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 外部プログラム呼び出し 

 Excelからの呼び出し 

2で作成したプログラムは Pythonプログラムですので、Pythonを呼び出せる外部プログラ

ムから呼び出す事が可能です。ここでは ExcelVBAからの呼び出しを紹介しますが、VBAだ

けでなく、Cやその他の言語も同様な方法で呼び出す事ができます。 

 

図.Excelからの呼び出し例 

ここでは、例として実行ボタンを押すと、parameter1、parameter2のセルに入力されてい

る値でシミュレーションし、結果(平均待ち行列長)を resultに表示するプログラムを考えます。

この際、Pythonプログラムとの parameterと resultのやり取りは、ファイル経由で行います。

Excel ではセルに入力されている値を、逐一パラメータファイルに出力します。Python では

Excel が出力したパラメータファイルを読み込み、シミュレーションを実行します。その際、

Pythonプログラムで、シミュレーション結果をファイルに出力するようにしておきます。Excel

はシミュレーション結果のファイルを読み込み、resultに表示します。 
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このとき、呼び出す Pythonプログラムは、2章で作成したプログラムで mainを以下のよう

に変えているプログラムを呼び出します(sim_excel.py)。 
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Excel VBA では、次のような VBAプログラムを記述します(excelvba.xlsm)。Shell関数を

用いて Pythonを実行しています。 
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図.VBAマクロ 

 

図.標準モジュール 

 

図.実行結果 

 

実行ボタンを押すと結果が上図のように表示されます。 


